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以上生存中の肝細胞癌の 1例

加1藤 俊幸 ･斎藤 征史
丹羽 正之 ･安姦 保
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清水 蒐英 ( 同 放射線科)

症例は62歳tJ3性.捕-isAgL+).198L).5.31肝癌 (Ll.5

cmト こ肝右紫切除し,tw(+)非治癒切除であー_､た.

1恥1.6.21.残f抑 -左鮭に 3.瓦コ11(-T)再発を認め.Mit川叩･Cill

腫嶋は 7(111津で徐 ヤに増大しているか∴汁▲=Llト40mg

印1TL.術後7年tqカJL 出発後5年71JJ月生 存 中 で あ

ら_左右治墳後(.'))､院別間は 3.696し7L-)H) に す ぎ な し､.

なお､L･'lL';tにおける非切除二川号｣､L･.LJ)長期 ′日 昌 エ /1例で,

治療後5年7十川 .4牛3-JjFL 二iLiF･卜 Jl札 3年で卦

る.いずJtミも microL-こIPSul(､S20-L401~11LTを動注 Lてお

り.2例は牛lf-･中で.ih:,.また肝切除後5牛工HI.生存は

7例である.

15､)lPIi症例の検討

長持叫 滋･清水 武IIt'l(信楽聞病院外科)

加藤 英雄･内川 克之
土屋 義昭書塚田 -博
吉田 窒介 (新潟大学第-外科)

73例(')lPtl T.術症例の累積10年生存率江手術死亡LJ)

2例圭(斌き(う5.900であ1-､た.

術後合併症などの要因で肝不全となった屯の3例であっ

た.

食道静脈腐出血由雄が死因となったものは,7例のみ

であった.

他病死LT)中で.感染症が6例と乾も多く,敗血症を星

した症例も二3例に認めi､･'わた.

最近,HTL＼LllこISS()LliLltedMyelopこlt.hy(_fiAM)を

経験し,細菌感染のみならず,ウイル封こ関する疾患も

討する必要があると考えられた.

16)胆汁性腹水を呈 した壊死性胆嚢炎の 1例
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丸田 宥吉 ( 同 第-外科)

岡 崎 悦夫 ( 同 臨席病理郡)

病初期にfll~】.汁性植木を呈L.手術的に限局性阻喪壊死

を確認した症例を経験 した.

症例は73歳男性で,心窟部痛と発熱をもって発症,柄

初期をこ胆汁健康薮を望したが,腹膜炎に至らず,保存的

治 療をこて軽快した.その後発熱を繰り返 し,画像上壊死

得た.

本症例において.申 病初期に胆i･什f:.腹水を呈したこ

と,② 組織学的をこ,ロキ汐ジスキ ヰアショフ洞の閉象

限褒壁内破裂をこより限属性胆轟壊死を屋 したと考えられ

I/'=三上 この1'点を意味深い上Yj･え,今IL,7報告 した.

17)胆i油汗1体外衝撃波結石破砕療法 (ESWIJ)
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今L.凡 我々く･よこT--I(-′イ社 1_..1､--01を用いて苦r.例に

ESWL を施行したので報告する.ESWLの適応は,25

mm 以下,3個以内の石灰化のない胆嚢胆石症である.

uS所見は,土屋のIa型が最も良い適応となる.症例

王a塾の胆石i個が認められ,CT では周囲の胆汁と

iso(lensityてあ･､た.1.25Ⅰ.-17,.60分間LT)t二SWl_を施

行した.施行直後に誹出石は cloudypatlern化し,3

日後には粉状粒子の堆横型へと変化した.ESWL18日

後には粒状の胆石片を少数残すのみをこ減少した.症例2:
右季肋部痛を.主三訴に来院 し.US,Dle で径 24mm の

結石1個と小結石を多数認めた.本人の希望もありESWL

を施行した.1回施行後胆石の破砕効果は認められたが,

左お数回L')f二SWLが必要とおもわれた.

18)腹痛発作を練i･7返した鉛中毒の 1例

.I:.:. I::':I-I:{l･ '汀-.･.::∵ L:工 ､∴∴･本間 明

近年では,労働条件の改善,鉛特殊健康診断の普及をこ

よi),典型的な症状を示す鉛中毒は非常に稀となってい


